
永
代
経
法
要
の
御
案
内

六
月
二
十
四
日

二
十
五
日

例
年
の
ご
と
く
二
日
に
わ
た
っ
て
永
代

経
の
法
要
を
お
勤
め
致
し
ま
す
。
永
代

経
の
法
要
は
亡
く
な
っ
た
方
々
の
御
霊

を
末
永
く
供
養
し
、
あ
わ
せ
て
お
念
仏

の
道
場
で
あ
る
寺
が
長
く
栄
え
る
よ
う

に
と
い
う
法
要
で
す
。

本
年
は
初
日
に
三
国
町
遐
代
寺
の
吉

水
善
朗
上
人
に
ご
法
話
を
い
た
だ
き
ま

す
。
ま
た
、
二
日
目
の
午
後
に
は
昨
年

に
引
き
続
き
伊
勢
の
太
神
楽
の
舞
い
の

奉
納
が
ご
ざ
い
ま
す
。

( )土

( )日

な
に
ぶ
ん
大
勢
の
ご
法
名
を
お
読
み
い
た

し
ま
す
の
で
、
正
確
な
時
間
を
お
知
ら
せ
す

る
こ
と
は
で
き
か
ね
ま
す
が
、
当
該
の
お
檀

家
に
つ
き
ま
し
て
は
、
別
紙
に
て
、
法
名
を

読
み
上
げ
て
回
向
を
す
る
お
お
よ
そ
の
時
間

を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
ぜ
ひ
お
詣
り

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
御
案
内
申
し
上
げ

ま
す
。

な
お
、
野
菜
や
果
物
な
ど
を
少
々
お

供
え
頂
き
た
く
存
じ
ま
す
。

915-0823〒

10-2福井県越前市本町

大 寶 寺
T /F (0778)22 -1682EL AX

平
成
十
八
年

永

代

経

法

要

六
月

二
十
四
日
（
土
）

○

午
前
九
時
半
～
十
二
時

施
餓
鬼

十
二
時

昼
食

午
後
一
時
半
～
三
時
半

施
餓
鬼

午
後
三
時
半
～
法
話

○

六
月
二
十
五
日
（
日
）

午
前
九
時
半
～
十
二
時

施
餓
鬼

午
後
十
二
時

昼
食

午
前
一
時
～
二
時

神
楽
奉
納

午
後
二
時
～
四
時
半

施
餓
鬼
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二
つ
の
門

前
住
職
法
誉
記

大
寶
寺
の
南
側
は
地
方
主
要
道
武
生
米
ノ
線
で
あ
る
が
、
昔
か
ら
䣓
河
濯
山
通
り
䣔

ま
た

䣓
お
お
み
ち
䣔
と
よ
ば
れ
親
し
ま
れ
て
い
た
。

、
今
は
暗
渠
に
な
っ
た
苑
葉
川
が
寺
の
西
の
境
を
流
れ
、
橋
を
渡
る
と
道
は
そ
こ
か

え

ん

ば

ら
狭
く
な
り
巾
一
間
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

そ
れ
が
今
で
は
数
度
の
道
路
拡
張
で
主
要
道
路
の
名
に
ふ
さ
わ
し
い
広
さ
に
な
っ

た
が
、
私
が
小
僧
の
頃
に
は
う
っ
そ
う
た
る
杉
林
と
墓
地
の
間
を
巾
三
尺
ほ
ど
の
細

い
道
が
あ
り
、
途
中
小
さ
な
門
䥹
裏
門
と
よ
ん
だ
）
を
く
ぐ
っ
て
、
や
っ
と
䣓
お
お

み
ち
䣔
に
出
る
こ
と
が
で
き
た
。

昭
和
四
〇
年
こ
ろ
の
こ
ろ
最
後
の
道
路
拡
張
が
あ
り
、
大
通
り
の
家
が
寺
の
墓
地

に
下
っ
て
来
た
折
り
に
こ
の
門
は
取
り
壊
さ
れ
、
今
は
跡
形
も
な
い
。

苑
葉
川
の
西
は
湿
地
と
沼
地
が
広
が
っ
て
い
た
が
、
昭
和
の
は
じ
め
埋
め
立
て
ら

れ
て
県
立
武
生
高
等
女
学
校
が
建
つ
な
ど
通
り
が
賑
や
か
に
な
る
と
、
交
通
と
防
火

の
必
要
性
が
高
ま
り
、
昭
和
八
年
東
側
妙
高
寺
と
の

間
の
杉
林
を
拓
き
さ
ら
に
家
を
二
軒
買
い
入
れ
て
撤

去
し
、
地
主
と
の
間
で
、
永
代
無
償
使
用
の
約
束
を

交
わ
し
た
。

さ
ら
に
、
平
成
十
七
年
、
隣
接
す
る
田
中
さ
ん
か

ら
貸
地
の
返
還
と
所
有
地
の
譲
渡
を
受
け
て
、
大
寶

寺
境
内
地
は
一
段
と
広
く
な
り
参
詣
者
の
駐
車
場
と

し
て
利
用
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

山
門
は
創
建
以
来
境
内
地
の
東
北
の
角
に
有
る

が
、
寛
保
元
年
䥹
一
七
四
一
年
）
に
再
建
さ
れ
、
今

に
至
っ
て
い
る
。
嘉
永
の
大
火
䥹
一
八
五
二
）
で
は

類
焼
を
ま
ぬ
が
れ
た
。
武
生
で
は
古
い
建
物
の
ひ

と
つ
で
あ
る
。
し
か
し
、
今
で
は
両
袖
の
塀
が
傾

き
、
扉
の
金
具
の
腐
食
や
木
材
の
老
朽
化
が
進
み

五

月

三

十

日

か

ら

宮

大

工

志

賀

建

設

が

山

門

の

解

体

工

事

を

始

め

ま

し

た

。

正面に安置してありますのは大

寶寺お檀家さまの先祖代々のお

位牌です。本堂にお詣りになり

ましたら、施餓鬼檀の正面でお

焼香をして下さい。

大正四年、山本源太夫一座の親方

喜一郎氏が当地で病没しました。

この時に、大寶寺の有志が墓を建

立したことから、墓前と境内にて

獅子舞を奉納して頂いて居ます

す。 北村氏撮影H17. 6. 25



ト
ピ
ッ
ク
ス

太
子
堂
お
祭
り

五
月
二
十
日

隣
の
平
和
町
に
あ
る
太
子
堂
の
祭
礼

を
堂
内
で
勤
め
ま
し
た
。
夜
は
賑
や
か

に
地
元
歌
手
の
演
歌
シ
䣼
䤀
な
ど
が
催

さ
れ
ま
し
た
。

文
殊
菩
薩
祭
礼

五
月
二
十
六
日

本
町
奥
野
呉
服
店
の
北
側
に
祭
ら
れ
て

い
る
文
殊
菩
薩
の
法
要
を
勤
め
ま
し
た
。

本
堂
北
壁
の
塗
り
替
え

五
月
三
十
日
か
ら

数
年
前
の
台
風
の

と
き
に
一
部
が
は

が
れ
落
ち
た
本
堂

北
側
の
壁
を
塗
り

替
え
ま
し
た
。

御

案

内

平
成
十
八
年
度
第
十
七
回

浄
土
宗
福
井
教
区
檀
信
徒
研
修
会

七
月
二
日

十
二
時
䦅
五
時
半

教
区
檀
信
徒
研
修
会
が
七
月
二
日
実
施

さ
れ
ま
す
。
左
下
参
照

八
百
万
人
念
佛
結
縁
符

南
無
阿
弥
陀
佛
の
字
の
御
名
号
を
写
経
し

て
、
法
然
上
人
御
分
身
に
納
め
て
い
た
だ
く

こ
と
が
出
来
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
寺
ま
で

ご
連
絡
下
さ
い
。
冥
加
料
は
千
円
で
す
。

越
前
市
誕
生
な
ら
び
に

公
会
堂
開
館
十
周
年
記
念
展
覧
会

－
－

い
ま
だ
て
の
華

た
け
ふ
の
粋

七
月
七
日
䦅
八
月
六
日

こ
の
展
覧
会
に
当
山
か
ら
寺
宝
の
善
導

大
師
像
掛
軸
、
阿
弥
陀
如
来
立
像
䥹
元
本

尊

、
松
下
舞
踏
図
屏
風
な
ど
が
出
展
さ
れ

）
る
予
定
で
す
。

第

回
助
浄
土
宗
子
供
の
集
い
努
の
御
案
内

七
月
二
十
七
日(

木)

二
十
八
日
䥹
金
）

敦
賀
市
専
安
寺
に
て
䣓
子
供
の
集
い
䣔

を
開
催
し
ま
す
。
対
象
は
小
学
校
三
年

生
か
ら
六
年
生
、
参
加
費
は
二
千
円
で

す
。
楽
し
い
活
動
を
通
し
て
仏
さ
ま
の

教
え
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
問
い

合
わ
せ
は
寺
ま
で
ど
う
ぞ
。

36
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堂内には前田利家

公の護念佛と伝え

られる文殊菩薩が

祭られています。

し
っ
か
り
し
た
足
場

が
組
ま
れ
ま
し
た

平成１８年度 第１７回

浄土宗福井教区檀信徒研修会御案内

18 7 2 12:00 17:30１ 日 時 平成 年 月 日（日） ～

２ 会 場 敦賀市原 西福寺
３ 日 程

受付12:00
「法然上人御影ご分身」お練り13:00

勤行・デロレン法話 滋賀 加藤上人14:00
浪花節の原形となった楽器を用いた
節つきのお説教です。

「オカリナ演奏」16:00
数珠繰り念仏17:00
閉会17:30

４ 参 加 費 ￥１，０００－
５ 交 通 参加者が多い場合はバスを準備します。

敦賀駅からバスがでます。

６ 申 込 大寶寺まで別紙、またはお電話で申込んで
ください。 〆切 ６月１２日

大原山西福寺

敦賀市原にある正平 年 開23 (1368)
山の北陸の名刹です。特に書院庭

園は徳川中期に造られたとされ国

の名勝庭園として有名です。自然

を巧みに利用した広い借景の中に

。極楽浄土を地上に表現しています

江戸初期の作と伝えられる松
下舞踏図。以前は国立京都博
物館にて保管されていました
が、現在は大寶寺の宝物堂に
あります。写真は六曲一雙の
屏風の一部です。

堂内には、聖徳太子

像、阿弥陀三尊佛、

天神座像などが安置

されています。

ご
勂
つ
あ
ん
で
す

常
識
の
中
に
潜
む
嘘

相
撲
界
は
外
国
人
力
士
が
大
活
躍
で
あ
る
。
彼

ら
は
一
年
も
す
る
と
流
暢
な
日
本
語
を
話
す
。
一

方
、
日
本
人
は
十
年
も
勉
強
し
て
い
る
の
に
ま
と

も
な
英
語
が
話
せ
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
外
国
人

相
撲
力
士
の
語
学
習
得
能
力
に
驚
嘆
し
、
日
本
人

の
語
学
下
手
を
嘆
く
人
は
少
な
く
な
い
。
先
日
も

某
ワ
イ
ド
シ
䣼
䤀
で
こ
の
こ
と
が
話
題
に
な
っ
て

い
た
が
、
ち
䣯
っ
と
待
て
よ
と
、
言
い
た
い
。

仮
に
週
に
五
日
、
毎
日
一
時
づ
つ
英
語
を
習
っ

て
も
、
合
計
す
れ
ば
一
年
間
に
せ
い
ぜ
い
数
十
時

間
程
度
に
し
か
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
車
の
運
転
を

習
う
に
は
十
分
な
時
間
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い

が
、
外
国
語
を
習
う
に
は
あ
ま
り
に
少
な
い
。

数
十
時
間
を
日
数
に
換
算
す
れ
ば
ほ
ん
の
三
、

四
日
で
あ
る
。
十
倍
し
て
も
せ
い
ぜ
い
一
䣿
月
程

度
で
あ
る
。
ど
ん
な
語
学
の
天
才
で
も
こ
の
程
度

の
日
数
で
外
国
語
を
身
に
つ
け
る
こ
と
は
あ
り

得
な
い
。

外
国
人
の
相
撲
取
り
に
と
っ
て
日
本
語
を
覚
え

る
こ
と
は
副
次
的
な
こ
と
な
の
だ
が
、
彼
ら
は
必

要
に
迫
ら
れ
て
朝
か
ら
晩
ま
で
日
本
語
に
触
れ
る

こ
と
に
な
る
。
そ
れ
を
一
年
間
も
継
続
す
る
の
だ

か
ら
日
本
語
が
身
に
つ
く
の
は
あ
た
り
ま
え
だ
。

日
本
人
で
も
、
移
住
し
た
り
留
学
す
れ
ば
同
様
な

こ
と
が
起
き
る
。
何
万
年
に
も
わ
た
る
人
類
の
祖

先
の
生
の
営
み
の
お
か
げ
で
そ
の
よ
う
な
能
力
を

持
っ
て
、
人
は
生
ま
れ
て
来
る
か
ら
だ
。

学
校
で
英
語
を
習
っ
て
も
身
に
つ
か
な
い
の

は
英
語
に
触
れ
る
絶
対
量
が
不
足
し
て
い
る
こ

と
が
主
因
で
あ
る
。
し
か
も
、
読
み
書
き
に
偏

っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
多
く
の
日
本
人
が
英
語

が
話
せ
な
い
の
は
当
然
の
こ
と
だ
。

当
た
り
前
に
思
わ
れ
る
こ
と
に
も
嘘
が
あ
る

こ
と
は
め
ず
ら
し
く
な
い
の
だ
が
、
そ
の
こ
と

に
気
づ
く
こ
と
は
必
ず
し
も
や
さ
し
く
な
い
よ

う
に
思
わ
れ
る
。

悦

應


